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■私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

と水
すい

道
どう

　毎
まい

日
にち

の暮
く

らしで、私
わたし

たちは起
お

きて顔
かお

を洗
あら

うことに始
はじ

まり、寝
ね

る前
まえ

の歯
は

磨
みが

きまで、水
すい

道
どう

を使
つか

わない日
ひ

はありません。水
すい

道
どう

水
すい

は、

飲
の

み水
みず

としてはもちろん、食
しょく

事
じ

の支
し

度
たく

や後
あと

片
かた

付
づ

け、洗
せん

濯
たく

、トイレなどに使
つか

います。

　また、家
か

庭
てい

だけではなく、学
がっ

校
こう

、病
びょう

院
いん

、

会
かい

社
しゃ

、工
こう

場
じょう

、そして火
か

事
じ

が起
お

こったときの 

消
しょう

火
か

などにも水
すい

道
どう

水
すい

を使
つか

います。

　水
すい

道
どう

がなかったころの昔
むかし

の人
ひと

は、川
かわ

や井
い

戸
ど

の水
みず

を利
り

用
よう

して生
せい

活
かつ

していました。

　しかし、水
すい

質
しつ

が悪
わる

かったために伝
でん

染
せん

病
びょう

が流
りゅう

行
こう

し、火
か

事
じ

が起
お

こったときには水
みず

の量
りょう

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

なために消
しょう

火
か

に苦
く

労
ろう

する状
じょう

況
きょう

でした。

　そこで、いつでも安
あん

心
しん

して使
つか

える「水
すい

道
どう

」が必
ひつ

要
よう

にな

りました。

■大
たい

切
せつ

な水
すい

源
げん

　鳥
とっとり

取市
し

は、水
すい

道
どう

の水
すい

源
げん

の多
おお

くを川
かわ

の水
みず

に頼
たよ

っています。安
あん

全
ぜん

でおいしい水
すい

道
どう

水
すい

をお届
とど

け

するためには、この水
みず

を汚
よご

さないようにしな

ければなりません。きれいな自
し

然
ぜん

を守
まも

ってい

きましょう。

市
し

民
みん

との協
きょう

働
どう

による清
せい

掃
そう

活
かつ

動
どう

　水
すい

道
どう

局
きょく

では、市
し

民
みん

に呼
よ

び掛
か

け、毎
まい

年
とし

水
すい

道
どう

週
しゅう

間
かん

（6/1 ～ 6/7）の時
じ

期
き

に「千
せん

代
だい

川
がわ

市
し

民
みん

一
いっ

斉
せい

清
せい

掃
そう

」を開
かい

催
さい

して、鳥
とっ

取
とり

市
し

の水
すい

源
げん

の一
ひと

つである千
せん

代
だい

川
がわ

の清
せい

掃
そう

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っ

ています。

　水
すい

源
げん

を大
たい

切
せつ

にする意
い

識
しき

の啓
けい

発
はつ

と水
すい

源
げん

をきれいに保
たも

つことを目
もく

的
てき

にしています。

　地
ち

球
きゅう

上
じょう

の生
い

き物
もの

にとって、水
みず

は空
くう

気
き

や日
にっ

光
こう

のように生
い

きていくために

欠
か

くことのできない大
たい

切
せつ

なものです。人
にん

間
げん

も例
れい

外
がい

ではなく、成
せい

人
じん

の場
ば

合
あい

、

体
たい

重
じゅう

の約
やく

60 ～ 70％が水
すい

分
ぶん

です。

　暑
あつ

いときやスポーツをしたときは汗
あせ

がたくさん出
で

ますし、体
からだ

の表
ひょう

面
めん

や

呼
こ

吸
きゅう

からも常
つね

に水
すい

分
ぶん

が蒸
じょう

発
はつ

しています。そのため、私
わたし

たちは水
みず

を飲
の

むこ

とで、のどを潤
うるお

し、体
からだ

の水
すい

分
ぶん

不
ぶ

足
そく

を補
おぎな

っているのです。

人
じん

体
たい

に欠
か

かせない水
みず

コラム
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■鳥
とっ

取
とり

市
し

水
すい

道
どう

局
きょく

　給
きゅう

水
すい

区
く

域
いき

　鳥
とっ

取
とり

市
し

内
ない

に送
おく

る水
すい

道
どう

水
すい

のほとんどは、水
すい

道
どう

局
きょく

が管
かん

理
り

しています。水
すい

道
どう

局
きょく

が水
すい

道
どう

水
すい

を送
おく

っている範
はん

囲
い

を示
しめ

し
ているのが、この給

きゅう

水
すい

区
く

域
いき

図
ず

です。

　図
ず

を見
み

てみると、たくさんの水
すい

源
げん

と大
だい

小
しょう

さまざまな給
きゅう

水
すい

区
く

域
いき

があることが分
わ

かります。給
きゅう

水
すい

区
く

域
いき

は、皆
みな

さ

んの住
す

んでいる地
ち

域
いき

（集
しゅう

落
らく

）とほぼ同
おな

じ範
はん

囲
い

になります。

　市
し

内
ない

の水
すい

道
どう

管
かん

の全
すべ

てが一
ひと

つにつながっているのではなく、それぞれの給
きゅう

水
すい

区
く

域
いき

ごとに水
すい

源
げん

と浄
じょう

水
すい

場
じょう

を設
もう

け

て、そこに必
ひつ

要
よう

な水
すい

道
どう

水
すい

の量
りょう

や地
ち

形
けい

などの条
じょう

件
けん

に合
あ

わせた水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

を設
せっ

置
ち

して給
きゅう

水
すい

しています。市
し

内
ない

には、　　

水
すい

道
どう

水
すい

を作
つく

るための浄
じょう

水
すい

場
じょう

の 76 カ所
しょ

をはじめ、配
はい

水
すい

池
ち

やポンプ場
じょう

などの水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

が数
かず

多
おお

くあります。

　水
すい

道
どう

局
きょく

では、この広
ひろ

い鳥
とっ

取
とり

市
し

内
ない

の水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

の維
い

持
じ

管
かん

理
り

をしたり、水
すい

道
どう

の届
とど

け出
で

を受
う

け付
つ

けたりする担
たん

当
とう

を

地
ち

域
いき

ごとに決
き

めています。

　　鳥
とっ

取
とり

地
ち

域
いき

・国
こく

府
ふ

地
ち

域
いき

・福
ふく

部
べ

地
ち

域
いき

は国
くに

安
やす

庁
ちょう

舎
しゃ

、

　　河
かわ

原
はら

地
ち

域
いき

・用
もち

瀬
がせ

地
ち

域
いき

・佐
さ

治
じ

地
ち

域
いき

は南
みなみ

地
ち

域
いき

水
すい

道
どう

事
じ

務
む

所
しょ

、

　　気
け

高
たか

地
ち

域
いき

・鹿
しか

野
の

地
ち

域
いき

・青
あお

谷
や

地
ち

域
いき

は西
にし

地
ち

域
いき

水
すい

道
どう

事
じ

務
む

所
しょ

が担
たん

当
とう

しています。

■市
し

の水
すい

道
どう

の始
はじ

まり

　鳥
とっ

取
とり

市
し

の水
すい

道
どう

は、川
かわ

をせき止
と

めて水
みず

をため、その水
みず

をろ過
か

・消
しょう

毒
どく

する水
すい

源
げん

地
ち

を国
こく

府
ふ

町
ちょう

美
み

歎
たに

に設
もう

けて、上
うえ

町
まち

の配
はい

水
すい

池
ち

に水
みず

を送
おく

り、大
たい

正
しょう

４(1915) 年
ねん

10 月
がつ

に市
し

内
ない

に給
きゅう

水
すい

したことに始
はじ

まります。

　これは、日
に

本
ほん

で 29 番
ばん

目
め

、山
さん

陰
いん

地
ち

方
ほう

で初
はじ

めての上
じょう

水
すい

道
どう

でした。その後
ご

、 美
み

歎
たに

水
すい

源
げん

地
ち

は半
はん

世
せい

紀
き

以
い

上
じょう

にわたって

市
し

民
みん

の生
せい

活
かつ

を支
ささ

え続
つづ

けましたが、施
し

設
せつ

の老
ろう

朽
きゅう

化
か

と増
ぞう

加
か

を続
つづ

ける水
すい

道
どう

の使
し

用
よう

量
りょう

に対
たい

応
おう

できなくなり、その役
やく

目
め

を新
あたら

しい水
すい

源
げん

地
ち

に引
ひ

き継
つ

いで、昭
しょう

和
わ

53(1978) 年
ねん

に稼
か

働
どう

を終
しゅう

了
りょう

しました。

　平
へい

成
せい

19(2007) 年
ねん

６月
がつ

、旧
きゅう

美
み

歎
たに

水
すい

源
げん

地
ち

は、近
きん

代
だい

水
すい

道
どう

の構
こう

成
せい

を知
し

る上
うえ

で歴
れき

史
し

的
てき

な価
か

値
ち

が高
たか

いと評
ひょう

価
か

されて、

国
くに

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されました。また、文
ぶん

化
か

財
ざい

の保
ほ

存
ぞん

修
しゅう

理
り

や施
し

設
せつ

の活
かつ

用
よう

整
せい

備
び

が行
おこな

われ、平
へい

成
せい

30(2018) 年
ねん

10 月
がつ

から文
ぶん

化
か

財
ざい

施
し

設
せつ

として一
いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

をしています。（カラー写
しゃ

真
しん

は鳥
とっ

取
とり

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

提
てい

供
きょう

）

■市
し

の発
はっ

展
てん

と水
すい

道
どう

　水
すい

道
どう

ができて、市
し

民
みん

の衛
えい

生
せい

環
かん

境
きょう

は向
こう

上
じょう

しました。その後
ご

、市
し

は人
じん

口
こう

が増
ふ

え、工
こう

場
じょう

もつくられて、水
みず

の使
し

用
よう

量
りょう

が増
ふ

えていきました。

　そこで、水
すい

道
どう

使
し

用
よう

量
りょう

の増
ぞう

加
か

に対
たい

応
おう

するため、新
あら

たに叶
かのう

水
すい

源
げん

地
ち

（昭
しょう

和
わ

25(1950) 年
ねん

）、向
むこう

国
くに

安
やす

水
すい

源
げん

地
ち

（昭
しょう

和
わ

52(1977) 年
ねん

）をつくりました。また、水
すい

道
どう

管
かん

（送
そう

水
すい

管
かん

・配
はい

水
すい

管
かん

）を延
の

ばしたり、配
はい

水
すい

池
ち

の数
かず

を増
ふ

やしたり

するなどして、皆
みな

さんがいつでも安
あん

心
しん

して使
つか

えるように施
し

設
せつ

を大
おお

きくしてきました。

　鳥
とっ

取
とり

市
し

の水
すい

道
どう

は、大
たい

正
しょう

４(1915) 年
ねん

の給
きゅう

水
すい

開
かい

始
し

から今
いま

まで 100 年
ねん

以
い

上
じょう

、市
し

民
みん

生
せい

活
かつ

に欠
か

かすことのできない

水
すい

道
どう

水
すい

を送
おく

り続
つづ

けています。

旧
きゅう

美
み

歎
たに

水
すい

源
げん

地
ち

貯
ちょ

水
すい

池
ち

と堰
えん

堤
てい

旧
きゅう

美
み

歎
たに

水
すい

源
げん

地
ち

ろ過
か

池
ち

給
きゅう

水
すい

100 周
しゅう

年
ねん

を記
き

念
ねん

して

鳥
とっ

取
とり

駅
えき

前
まえ

に設
せっ

置
ち

した飲
いん

用
よう

水
すい

栓
せん

（平
へい

成
せい

27(2015) 年
ねん

８月
がつ

）

鳥
とっ

取
とり

市
し

水
すい

道
どう

100 年
ねん

史
し

を発
はっ

刊
かん

（平
へい

成
せい

28(2016) 年
ねん

10 月
がつ

）

市
し

内
ない

の学
がっ

校
こう

や地
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん

に配
はい

布
ふ

しました。

　鳥
とっ

取
とり

市
し

に水
すい

道
どう

ができたころから使
し

用
よう

されているマークです。旧
きゅう

美
み

歎
たに

水
すい

源
げん

地
ち

の施
し

設
せつ

にも刻
きざ

まれ、道
どう

路
ろ

に設
せっ

置
ち

している水
すい

道
どう

の鉄
てつ

蓋
ぶた

な

どにも表
ひょう

示
じ

しています。鳥
とっ

取
とり

（Tottori）のＴと水
みず

（Water）のＷ

でデザインされており、給
きゅう

水
すい

100 周
しゅう

年
ねん

を契
けい

機
き

に商
しょう

標
ひょう

登
とう

録
ろく

しました。

水
すい

道
どう

局
きょく

の広
こう

報
ほう

などに活
かつ

用
よう

しています。
旧
きゅう

美
み

歎
たに

水
すい

源
げん

地
ち

にある水
すい

道
どう

局
きょく

ロゴマーク

水
すい

道
どう

局
きょく

ロゴマーク（商
しょう

標
ひょう

登
とう

録
ろく

　第
だい

5758253 号
ごう

）コラム

（令
れい

和
わ

7 年
ねん

3月
がつ

31日
にち

 現
げんざい

在）


